
社会福祉法人　滝川市社会福祉協議会
会長　山口　清悦　

～　言葉に宿る想い　役員交代のごあいさつ　～

　会長就任にあたり一言
ご挨拶を申し上げます。
　本年６月25日に開催さ
れました社会福祉法人滝
川市社会福祉協議会理事
会において新会長に推薦

ご承認をいただきました山口清悦です。
　当法人は設立以来、滝川市民のセーフティー
ネットとして各種活動を展開してきました。
　しかしながら現在、時代の急速な変化と社会
状況の悪化及び人材不足により、居宅サービス
事業等の経営課題も山積し、今後の厳しいかじ
取りが予想されます。
　副会長２期を経て会長に就任しますが、滝川
市議会議員として、また滝川市町内会連合会連
絡協議会会長としての長年の経験と様 な々ネット
ワークを活かして、住民福祉の向上と更なる安定
を目指して、「住みよい街滝川市」構築の為に微
力ながら貢献していく所存でおりますので、法人
役職員はもちろん行政を含む関係諸団体の引き
続きのご指導ご鞭撻を宜しくお願いいたします。
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社会福祉法人　滝川市社会福祉協議会
前会長　髙谷富士雄　

　この度、私儀、滝川市
社会福祉協議会会長を退
任いたしました。
　３期６年間、市民の皆
様及び、行政・各関係機
関団体さらには役職員の

方々には、心強いご支援ご協力ご理解をいただ
き衷心より感謝申し上げます。
　「昭和100年」「戦後80年」「介護事業25年」
さらには「新型コロナウイルス感染症発生５年」
を経た今日ですが、折からの少子超高齢化と物
価高騰さらには度重なる自然災害等で混乱の渦
に巻き込まれています。当協議会も例外ではな
く、生活に関わる相談が多くなって参りました。こ
のような時機に退任をさせていただくことは理不
尽と存じますが皆様にはご理解いただきたく存じ
ます。この後は、後任の会長をはじめ役職員の皆
様の一層のご活躍に期待する次第です。
　末尾ながら、滝川市社会福祉協議会の益々の
ご発展と、市民皆様のご多幸を心よりご祈念し、
ご挨拶といたします。
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